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読書の秋に『東通村史』（発行：平成元年）を読むと、秋は五穀豊穣を祈る年中行事が行われてきたことが

分かります。家々の田畑で収穫を迎える稔りの秋、十五夜には、枝豆やキミ（とうもろこし）を月の見える窓

に供え、１０月２０日には、新米をケッコ（粥）にしていただく「二十日コ」を行い収穫に感謝しました。

現在も、風習が受け継がれ、９～１１月にかけて各地区の神社では、五穀豊穣を祈る「秋の例大祭」が行わ

れています。このうち、小田野沢部落会から、秋の例大祭行事について、お寄せいただいのでご紹介します。

８月３０日、鍵懸神社・深山神社の例大祭に向けて、毎年恒例の「しめ縄づくり」を行い、部落会氏

子や地元企業の社員４７名が参加しました。参加者らは、氏子の合図で３本の縄を編み込み、暑い中、

汗だくになりながら、朝７時から４時間かけて完成させて、拝殿に奉納しました。

９月１３日の例大祭では、直会が行われ、参拝に訪れた方たちは、無事完成した「しめ縄」をくぐり、

地域の発展と五穀豊穣を祈りました。
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